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図書館と私

　私は平成７年度から４年間本校の図書館長を務め
ていました。いま，当時の図書係の方々や，学生諸
君と一緒になって楽しく仕事ができたことを思い出
すにつけ，この時期が図書館とのかかわりでは最も
充実していた，と感慨深いものがあります。
　館長になりたてのころ，学生の図書委員会活動の
より活発な活動をと，学生の積極的な意見を求めた
り，「図書館だより」の編集に学生の参加を求めたと
ころ，これに呼応して編集委員を買って出る学生も
数名あって，委員の自主的な活動の素地ができたこ
とを喜んだものでした。ブックハンティングも始め
たころで，図書委員の諸君が購入した本の一部を「だ
より」に写真と委員の書いた紹介文とを掲載したり，
ほかに学生の執筆するページを増やすことも行いま
した。学生諸君の希望する図書とはこういう類のも
のなのか，なるほどと納得したのを覚えています。
クラスで１人だけの図書委員ですが，委員以外で，
ブックハンティングには自分も行かせてほしいとい
う学生も複数あったりして関心の高まりをみせてい
たのはうれしいことでした。時間外開館担当要員の
制度ができたのもこのころで，応募者が多く，担任
の先生方は選ぶのに苦労していましたが，この傾向
はいまでも続いているとか。あのころ，このような
図書館に関心のある他学科の学生諸君と話しこむの
も私にとって楽しみの一つでした。図書館の運営の
ことや本のことはもちろん，果ては映画や音楽談義
にまで花を咲かせたものでした。あのころ親しく話
し相手になってくれた諸君は今ごろどんな活躍をし
ていることでしょう。

お勧めしたい本（唐突ですが）
　「最近読んだ本でお勧めは」と問われれば，もう３
年も前に読んだものですが，私はまっ先に「漢字と
日本人」（高島俊男著）をあげます。この拙文を書く
ために書棚から取り出し，冒頭のところを読み進め

ていくうち，やめられなくなりそうなので途中で本
を閉じたほどおもしろいのです。そうそう，この
「やめる」は「とめる」と区別がつかなくなるから
「止める」と書くべきではない，などということも
書いてあります。漢字を制限するのではなく，なる
べくつかわないようにする，ともあります。漢字に
関する本でありながら漢字をつかうことをなるべく
控えているのです。したがって，たいへん読みやす
い本でもあります。一方では，「仮」という字を
「假」を略して作ったことなどはとりかえしのつか
ない愚挙，などとも述べてもいます。そのほか，日
本に漢字が入ってきたいきさつや，同音異義語が多
いわけ，それでいてきちんとつかいわけているのは，
などなど，漢字にまつわるもろもろをわかりやすく
説いています。しかも，見方を変えた日本人論とも
いえるような，日本人と外来の文化との関係や，日
本人の文化と言語の関係などについての記述は「目
からうろこ」の感じさえします。そして最後，日本
語は世界でおそらくただ一つの，きわめて特殊な言
語である，というのです。なぜでしょう。ご一読を。

再び図書館と私

　私にはやがて時間的に余裕のある日常がやってき
ます。そのころ部外者となっている私は，ときには
本校を訪れることもあろうかと思います。そのとき
もっとも気兼ねなく入ることのできるところ，それ
は図書館ではないでしょうか。
　本校図書館が一般市民のかたがたに開かれた当
時，初めての図書館利用案内のパンフレットを，図
書係のかたがたと苦心して作ったのもよい思い出で
す。地域の公立図書館やコミュニティーセンターな
どに手分けして置いてもらうために出かけたりもし
ました。そしてその利用案内パンフレットを，こん
どは私は利用させていただく立場となるのです。（私
を見かけたら声をかけてください）
　図書館のますますの発展を祈念いたします。
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退職教員からのメッセージ




